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　１． 地球温暖化対策実行計画について

　　　　当組合では、平成28年3月に地球温暖化対策実行計画（第１期）を策定し、温室効果ガスの

　　　排出量の削減に向けてさまざまな取り組みを進めました。

　２．実行計画（第１期）の削減目標

　　　　基準年度を平成２６年度、計画期間を平成２８年度～令和２年度までの５年間、目標年度を

　　　令和２年度とし、目標年度の二酸化炭素排出量を、基準年度から５％削減することを目指し

　　　ました。

　３．実施状況結果

目標年度のCO2排出量が、基準年度より １１．２％　増加

42,063 43,109 43,729 45,729 45,603 46,78４
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　４．まとめ

　　　　目標年度である令和２年度のCO2排出量の合計は、46,784 t - CO2となり、基準年度から

　　　11.2％増加した結果となりました。

　　　　電気の使用、コークスの使用、及びＡ重油・灯油・軽油の使用のCO2排出量は、削減すること

　　　ができましたが、廃棄物の焼却からのCO2排出量を削減できなかったことが、11.2％増加した

　　　主な原因となっています。

　　　　当組合のCO2排出量を削減するには、CO2排出要因の多くの割合を占める廃棄物の焼却を

　　　削減することが必要になります。そのためには、ごみの減量化、３Ｒ（リデュース・リユース・

　　　リサイクル）、昨今増加傾向であるペットボトルやプラスチック製容器の分別が大変重要となり

　　　ますので、ごみを出される皆様のご協力をお願いいたします。

　　　　また、当組合においては、すでに地球温暖化対策実行計画（第２期）を策定しておりますので、

　　　さらなる温室効果ガス排出抑制に努めてまいります。


